
庭 球 三 田 会 
小 泉 基 金 運 営 規 則 

第 1 条 （ 基 金 の 設 立 ） 
小 泉 家 よ り 昭 和 4 3 年 に 本 会 に 贈 ら れ た 寄 付 金 を 基 と し て 、 
そ の 他 有 志 の 方 々  よ り の 寄 付 金 を 併 せ 積 立 て 、 こ れ を 庭 球 
三 田 会 小 泉 基 金 と す る 。 

第 2 条 （ 目 的 ） 
本 基 金 は 、 本 会 の 健 全 な る 活 動 を 促 進 す る た め の 財 政 援 
助 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。 

第 3 条 （ 運 営 管 理 ） 
本 基 金 の 運 営 管 理 は 、 常 任 幹 事 会 の 責 任 に お い て こ れ に 
当 た る も の と す る 。 

第 4 条 （ 運 用 対 象 ・ 運 用 方 法 ） 
本 基 金 は 、 常 任 幹 事 会 の 承 認 を 得 た う え で 、 元 本 の 一 部 
を 無 利 息 で 1 年 単 位 で 本 会 に 貸 与 す る こ と が で き る も の と 

ま た 、 と く に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 常 任 幹 事 会 の 承 
認 を 得 た う え で 、 元 本 の 一 部 を 次 に 挙 げ る よ う な 項 目 を 対 
象 に 給 付 す る こ と が で き る 。 
（ 1 ） 産 応 義 塾 体 育 会 庭 球 部 の 設 備 資 産 の 新 設 ・ 拡 充 
（ 2 ） 度 応 義 塾 体 育 会 庭 部 員 の 強 化 に 資 す る 活 動 支 援 

第 5 条 （ 奨 学 金 制 度 の 運 用 ） 
本 基 金 は 、 慶 應 義 塾 体 育 会 庭 球 部 員 の 財 政 支 援 を 目 的 と し た 奨 学 金 
制 度 の た め に 運 用 す る こ と が で き る も の と す る 。 
そ の 運 用 に あ た っ て は 、 別 途 定 め る 「 奨 学 金 制 度 運 用 規 則 」 
の ① お よ び ② に 拠 る も の と し 、 そ の 併 用 も 認 め ら れ る も の と 
す る 。 

第 6 条 （ 目 的 外 の 使 用 禁 止 ） 
本 基 金 は 、 本 会 以 外 の 個 人 ま た は 団 体 に 対 し 、 直 接 寄 付 、 
そ の 他 の 援 助 を 行 わ な い 。 

第 7 条 （ 収 支 ・ 資 産 状 況 の 開 示 ） 
本 基 金 の 収 支 な ら び に 資 産 の 内 容 に つ い て は 、 総 会 に お い 
て 年 次 報 告 を 行 う 。 

以 上 

庭 球 三 田 会 
奨 学 金 制 度 運 用 規 則 ① 

（ 国 際 的 チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ 育 成 支 援 ） 

第 1 条 （ 目 的 ） 
庭 球 三 田 会 小 泉 基 金 運 営 規 則 第 5 条 に 基 づ き 、 慶 應 義 
塾 体 育 会 庭 球 部 の 四 大 目 標 の 1 つ で あ る 国 際 的 チ ャ ン ピ 
オ ン の 育 成 を 支 援 す る た め 、 こ の 奨 学 金 制 度 を 設 け る も 
の と す る 。 

第 2 条 （ 運 用 お よ び 資 金 管 理 ） 
本 制 度 の 運 用 お よ び 資 金 管 理 は 、 本 会 常 任 幹 事 会 の 責 
に お い て こ れ に あ た る も の と す る 。 

第 3 条 （ 申 請 資 格 ） 
申 請 者 は 、 次 の 要 件 を 満 た し て い な け れ ば な ら な い 。 
（ 1 ） 慶 應 義 塾 体 育 会 庭 球 部 員 で 大 学 生 で あ る こ と 。 
（ 2 ） 良 好 な 学 業 お よ び 競 技 成 績 が 見 込 め る 者 （ ユ ニ バ ー シ ア ー ド 出 場 、 
全 日 本 学 生 選 手 権 大 会 上 位 戦 績 な ど ） で 、 か つ 在 学 中 ま た は 卒 業 後 に A T P 、 W T A 、 I T F 等 の 国 際 的 な テ ニ ス の 舞 台 を 目 指 す 意 思 が あ 
る こ と 。 
な お 、 申 請 者 は 要 件 （ 2 ） に 基 づ く 目 標 設 定 を 庭 球 部 監 督 （ 以 下 、 「 際 督 」 と い う ） と 行 い 、 競 技 結 果 だ け で は な く 、 そ の 取 り 組 み プ ロ セ ス も 合 
め て モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る 。 

第 4 条 （ 選 考 ） 
選 考 方 法 は 、 次 の 手 順 で 行 う こ と と す る 。 
（ 1 ） 本 会 会 長 よ り 指 名 さ れ た 委 員 会 （ 以 下 、 「 奨 学 金 委 員 会 」 と い う ） お よ 
び 監 督 に よ る 面 接 を 行 い 、 資 格 の 適 否 を 判 断 す る 。 
（ 2 ） 災 学 金 委 員 会 お よ び 監 督 は 、 申 請 者 が 適 格 で あ る と 判 断 し た 場 合 、 
奨 学 金 融 資 実 行 願 書 を 本 会 会 長 宛 に 提 出 す る 。 

第 0 条 （ 融 資 ） 
申 請 者 に 対 す る 融 資 は 、 次 の 手 順 で 行 う こ と と す る 。 
（ 1 ） 融 資 の 決 定 は 、 本 会 会 長 の 承 認 に よ っ て 行 い 、 奨 学 金 委 員 会 か ら 本 
会 常 任 幹 事 会 に 報 告 を 行 う 。 
（ 2 ） 融 資 の 決 定 を 受 け た 申 請 者 は 奨 学 金 返 済 念 書 を 本 会 会 長 宛 に 提 出 
し 、 そ れ を 以 て 融 資 を 実 行 す る 。 

第 6 条 （ 支 給 額 お よ び 支 給 期 間 ） 
奨 学 金 の 支 給 額 は 、 本 会 会 長 に よ り 決 定 す る 。 原 則 と し て 年 間 1 名 あ た り 
1 0 0 万 円 を 限 度 額 と す る 。 
支 給 期 間 は 、 承 認 さ れ た 年 度 か ら 卒 業 見 込 み 年 度 ま で の 最 大 4 年 間 と 

た だ し 、 支 給 対 象 者 と し て の 適 否 お よ び 支 給 額 は 、 第 3 条 に 定 め る 規 定 
に 基 づ き 毎 年 審 査 を 実 施 す る 。 

第 7 条 （ 返 済 ） 
支 給 対 象 者 は 、 次 の 条 項 に 基 づ き 奨 学 金 を 返 済 し な け れ ば な ら な い 。 
（ 1 ） 奨 学 金 の 返 済 は 、 大 学 卒 業 後 8 年 以 内 に 、 一 括 ま た は 分 割 で 行 う 。 
（ 2 ） 卒 業 前 に 庭 球 部 を 退 部 し た 場 合 、 速 や か に 返 済 を 行 う 。 

第 8 条 （ 不 正 に よ る 返 ） 
支 給 対 象 者 が 虚 偽 の 申 請 、 そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 本 奨 
学 金 の 交 付 受 け 、 ま た は 本 奨 学 金 を 目 的 外 に 使 用 し た と 
き は 、 そ の 全 部 ま た は 一 部 を 返 却 し な け れ ば な ら な い 。 

第 9 条 （ 収 支 報 告 ） 
収 支 報 告 は 、 本 会 定 時 総 会 で 行 う こ と と す る 。 

第 1 0 条 （ 対 象 と な る 経 費 ） 
本 奨 学 金 の 対 象 と な る 経 費 は 、 次 の 各 号 に 揚 げ る 経 費 と す る 。 
（ 1 ） 国 内 外 の 遠 征 費 用 
・ 国 内 外 で の ト ー ナ メ ン ト 参 加 費 
・ 上 記 に 関 わ る 国 内 外 で の 旅 費 ・ 宿 泊 費 等 （ 除 、 飲 食 費 ） 
（ 2 ） 日 吉 谷 テ ニ ス コ ー ト 以 外 で の コ ー ト 利 用 料 
（ 3 ） テ ニ ス 用 具 購 入 費 
（ 4 ） コ ー チ 料 
（ 5 ） そ の 他 本 会 会 長 が 特 に 認 め た 経 費 
な お 、 支 給 対 象 者 は 、 事 前 に 対 象 経 費 に 関 す る 申 請 書 を 監 督 に 提 出 し 、 
奨 学 金 を 使 用 し た と き は 、 領 収 書 を （ ト ー ナ メ ン ト に 参 加 し た 場 合 は 、 戦 
績 を 添 え て ） 監 督 に 報 告 を し な け れ ば な ら な い 。 

附 則 
本 規 則 は 、 2 0 2 0 年 4 月 1 日 よ り 施 行 す る 。 
本 規 則 は 、 2 0 2 3 年 4 月 1 日 よ り 改 定 す る 。 
本 規 則 は 、 2 0 2 5 年 4 月 1 日 よ り 改 定 す る 。 

以 上 

庭 球 三 田 会 
獎 学 金 制 度 運 用 規 則 ② 

（ 学 資 支 援 ） 
第 1 条 （ 目 的 ） 
庭 球 三 田 会 小 泉 基 金 運 営 規 則 第 5 条 に 基 づ き 、 経 済 的 
事 情 に よ り 修 学 お よ び 庭 球 部 活 動 が 困 難 と な っ た 慶 磨 義 
塾 体 育 会 庭 球 部 部 員 で 、 庭 球 部 活 動 を 継 続 し 修 学 の 意 思 の あ る 者 に 対 す る 学 資 を 支 援 す る た め 、 こ の 奨 学 金 制 
度 を 設 け る も の と す る 。 
第 2 条 （ 進 用 お よ び 資 金 管 理 ） 
本 制 度 運 用 規 則 ① 第 2 条 と 同 じ 。 



第 3 条 （ 申 請 資 格 ） 
申 請 者 は 、 次 の 要 件 を 満 た し て い な け れ ば な ら な い 。 
（ 1 ） 度 應 義 塾 体 育 会 庭 球 部 員 で あ る こ と （ 一 貫 教 育 校 の 高 等 学 校 
庭 球 部 員 を 含 む ） 。 
（ 2 ） 経 済 的 な 援 助 が 必 要 で あ り 、 か つ 良 好 な 学 業 お よ び 技 成 績 が 見 込 
め る 者 で あ る こ と 。 

第 4 条 （ 選 考 ） 
本 制 度 運 用 規 則 の 第 4 条 と 同 じ 。 
第 5 条 （ 融 瓷 ） 
本 制 度 運 用 規 則 第 5 条 と 同 じ 。 

第 6 条 （ 支 給 額 お よ び 支 給 期 間 ） 
奨 学 金 の 支 給 額 は 、 本 会 会 長 に よ り 決 定 す る 。 原 則 と し て 、 新 た な 年 
度 の 支 給 総 額 の 限 度 は 年 間 2 0 0 万 円 と し 、 1 名 あ た り 5 0 万 円 と す る 。 
支 給 期 間 は 、 承 認 さ れ た 年 度 か ら 卒 業 見 込 み 年 度 ま で の 最 大 7 年 間 と 
す る （ 高 等 学 校 は 3 年 間 、 大 学 は 4 年 間 を 限 度 と す る ） 。 
第 7 条 （ 返 济 ） 
支 給 対 象 者 は 、 次 の 条 項 に 基 づ き 奨 学 金 を 返 済 し な け 
れ ば な ら な い 。 
（ 奨 学 金 の 返 済 は 、 大 学 卒 業 後 1 0 年 以 内 に 、 一 括 ま た 
は 分 割 で 行 う 。 
② 大 学 卒 業 前 に 庭 球 部 を 退 部 し た 場 合 、 速 や か に 返 済 
を 行 う 。 

第 8 条 （ 不 正 に よ る 返 還 ） 
本 制 度 運 用 規 則 ① 第 8 条 と 同 じ 。 
第 9 条 （ 収 支 報 告 ） 
本 制 度 運 用 規 則 ① 第 9 条 と 同 じ 。 
附 則 
本 規 則 は 、 2 0 1 3 年 4 月 1 日 よ り 施 行 す る 。 
本 規 則 は 、 2 0 1 7 年 4 月 1 日 よ り 改 定 す る 。 
本 規 則 は 、 2 0 2 3 年 4 月 1 日 よ り 改 定 す る 。 
本 規 則 は 、 2 0 2 5 年 4 月 1 日 よ り 改 定 す る 。 

以 上 


